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表

事
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主
体

|

補
助

対
象

事
業

の
規

模
 1補

1 
水

路
の
堀

さ
く
、
井

戸
の
堀

さ
く
、
動

力
線

の
架
設

、
途

水
管

の
設

置
.揚

水
機

場
の
設

置
、

そ
の
他
用

水
確
保

の
た

め
の
工
事

に
必
要

な
経

費
(今

後
の
干
害

に
備

え
て

引
き
続

き
利
用

で
き
る

も
の
に
限

る
。

)

1団
地

ご
と
に

5万
円

以
上
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町
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改
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土
地

改
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区
連

合
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農

業
協

同
組

合
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揚
水
機

(揚
水
機

専
用

動
力
機

を
含
む
。
)ボ

ー
リ
ン
グ
機
械

(ボ

ー
リ
ン
グ
機

械
専

用
動

力
機

を
含
む
。
)及

び
電
気
探

査
機

並
び

に

、 こ
れ

ら
の
附
属

品
の
購

入
(今

後
の
干

水
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に
備

え
て
引

き
続

き
管

理
す

る
目
的

を
も
つ

て
行

な
つ

た
購

入
に
限

る
。
)及

び
賃

借
に
必

要
な
経
費

1団
地

ご
と
に
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円

以
上

共
同

施
行

者

別
記

様
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第
1号

地
番

号

1及
び

2に
掲

げ
る
経

費
で

あ
つ

て
、

そ
の

団
地

に
係

る
補

助
の
対

象
と

な
る
干

害
応

急
対

策
事

業
の

事
業

費
の
反

当
経
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が

1.000円
を

こ
え

る

場
合

に
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そ
の

こ
え

る
部

分
の
経

費

1団
地

ご
と
に

1及
び

2に
掲

げ
る
経
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が

そ

れ
ぞ
れ

5万
円

以
上

1に
係

る
も
の

4書
12に

係
る

も
の

2害
15分

体　口万

主
業

事　番

昭
和

66年
度

干
害
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急

対
策

事
業

の
内
容

及
経

費
の
配
分

(叉
は
昭
和

66年
度

干
害
応
急

対
策

事
業
成
績
書

)

団
地

名
所

在
地

費
目

工
種

事
業

量
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台
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